
阿南工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 英語の語彙・文法１
科目基礎情報
科目番号 1194202 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 一般教養 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 FULL GEAR FOR THE TOEIC L&R TEST（金星堂）、速読速聴・英単語Core1900（Z会）
担当教員 谷川 奈緒子
到達目標
1.TOEICの出題傾向を把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応することができる。
2.授業で扱った、TOEICに頻出する語彙・表現を理解し、運用できるようになる。
3.授業で扱った、TOEICに頻出する文法事項や構文を理解し、運用できるようになる。
4.TOEICテストにおいて、３５０〜５００点以上を獲得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
TOEICの出題傾向、出題形式を把
握し、解答時間も考慮しながら適
切な対応ができる。

TOEICの出題傾向を把握し、各パ
ートの問題形式に対応できる。

TOEICの出題傾向を把握しておら
ず、各パートの問題形式に対応で
きない。

到達目標2
授業で扱った、TOEICに頻出する
語彙・表現の90％以上を暗記し、
正しく運用できる。

授業で扱った、TOEICに頻出する
語彙・表現の60％程度を暗記し、
ほぼ正しく運用できる。

授業で扱った、TOEICに頻出する
語彙・表現の暗記が60％未満で運
用力が低い。

到達目標3
授業で扱った、TOEICに頻出する
文法事項や構文を90％以上理解し
、正しく運用できる。

授業で扱った、TOIECに頻出する
文法事項や構文を60％程度理解し
、ほぼ正しく運用できる。

授業で扱った、TOEICに頻出する
文法事項や構文の理解が60％未満
で運用力が低い。

到達目標4 TOEICテストにおいて、５００点
以上を獲得した。

TOEICテストにおいて、４００点
以上を獲得した。

TOEICスコアが３００点以下であ
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 TOEIC L&R の実践形式の問題演習を通して語彙力、文法力、聴解力、読解力を総合的に向上させ、500点のTOEICスコ

ア達成を目指す。また、単語・熟語集を用いて、単語や熟語を暗記し、適切に運用できるようになる。

授業の進め方・方法
TOEIC対策用のテキストを使った演習形式の授業である。
毎回の授業に加えて、自習課題でTOEIC受験に備える。
【授業時間30時間】

注意点 正当な理由のない欠席については、単語テストの追試は実施しない。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
Unit 1

授業の目的、到達目標、学習方法を理解する。
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

2週 Unit 2
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

3週 Unit 3
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

4週 Unit 4
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

5週 Unit 5
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

6週 Unit 6
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

7週 Unit 7
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

8週 中間テスト
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

2ndQ

9週 Unit 8
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

10週 Unit 9
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

11週 Unit 10
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。



12週 Unit 11
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

13週 Unit 12
各ユニットの問題演習を通して、
OEICの出題傾向を把握し、出題形式に慣れ、各パート
の問題形式に対応できるようになる。

14週 Unit 13
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

15週 Unit 14
各ユニットの問題演習を通して、TOEICの出題傾向を
把握し、出題形式に慣れ、各パートの問題形式に対応
できるようになる。

16週 テスト返却
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間・定期試験 小テスト ポートフォリオ 合計
総合評価割合 50 20 30 100
基礎的能力 50 20 30 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0


